
23

(
)

(
)

(
)

(
)

E

A

-1-



 
臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

表
紙
定
期
総
会
報
告
の
六
郷
工
科
高
校

食
堂
で
の
、
明
石
先
生
の
大
変
お
元
気
な

講
話
の
様
子
で
す
。 

 

な
お
右
端
は
、
元
気
に
出
席
さ
れ
た
、

加
藤
先
生
で
す
。 

 

 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 

  

下
は
、
昨
年
、
平
成
22
年
度
総
会
懇
親

会
の
際
に
旧
校
舎
内
及
び
愛
宕
山
ト
ン
ネ

ル
を
撮
っ
た
も
の
で
す
。 

 

 

 

 

平
成
24
年
度
総
会
・
懇
親
会 

 
 

 

来
春
の
定
期
総
会
は
、
例
年
通
り
六
郷
工

科
高
校
に
て
総
会
を
行
い
、
懇
親
会
は
芝

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
予
定
し
ま
す
。 

母
校
周
辺
を
散
策
し
な
が
ら
の
ご
参
加
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
旧
交
を
暖
め
ら
れ
る
機
会
に
な
れ

ば
と
存
じ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 
 

日
時 

平
成
24
年
６
月
16
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

場
所 

総 

会 

六
郷
工
科
高
校
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

13
時
よ
り 

 

懇
親
会 

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

16
時
よ
り 

  

※
毎
年
６
月
の
第
３
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。 

詳
細
内
容
は
来
春
３
月
、
六
郷
工
科

高
の
年
間
行
事
日
程
調
整
後
に
決
定

し
ま
す
の
で
、
４
月
発
行
予
定
の
会

報
第
11
号
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
 

 
 

訃 
 

報 
 

※
敬
称
省
略 

 

 

高
輪
一
本 

５
期
Ｅ 

鹿
野 

仁
之 

高
輪
二
本
10
期
Ｍ 

川
田 

龍
之
助 

高
輪
二
本
10
期
Ｍ 

高
橋 

四
郎 

麻
布
一
本 

１
期
Ｍ 

中
野 

弘
明 

 

※
賛
助
金
を
ご
寄
付
戴
き
ま
し
た 

麻
布
一
本 

２
期
Ｍ 

木
村 

礼
次
郎 

麻
布
一
本 

２
期
Ｍ 

浅
川 

勇 

麻
布
一
本 

２
期
Ｅ 

湯
浅 

清 

麻
布
一
本 

７
期
Ｍ 

北
條 

芳
三 

港(

全) 

２
期
Ｍ 

 

木
村 

和
夫 

港(

全) 

２
期
Ａ 

 

櫻
井 

篤 

港(

全) 

３
期
Ｍ 

 

中
村 

牧
夫 

 

※
賛
助
金
を
ご
寄
付
戴
き
ま
し
た 

港(

全) 

３
期
Ａ 

 

和
田 

精
二
郎 

港(

全) 

４
期
Ｍ 

 

成
井 

博 

港(

全) 

４
期
Ｅ 

 

諸
沢 

袈
裟
春 

港(

定) 

４
期
Ｅ 

 

細
矢 

吉
郎 

港(

定) 

５
期
Ｃ 

 

伊
藤 

友
蔵 

港(

全) 

６
期
Ａ 

 

堀
内 

一
二 

港(

全) 

７
期
Ｍ 

 

長
井 

茂 

港(

全) 

８
期
Ｅ 

 

竹
内 

博 

港(

全) 

８
期
Ｃ 

 

中
山 

英
男 

港(

全)

19
期
Ｅ 

 

中
村 

満
幸 

港(

定)

23
期
MA 

 

加
藤 

俊
二 

港(

全)

34
期
Ｍ 

 

石
井 

賢
治 

港(

全)

35
期
Ｍ 

 

増
田 

和
義 

港(

全)

37
期
E2 

 

高
田 

岩
男 

 

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

ク
ラ
ス
会
だ
よ
り
（
23
年
度
） 

 
 

 

麻(

一
本)
７
期
Ｅ 

荒
井 

秀
明 

私
達
の
ク
ラ
ス(
麻
工)

７
期
電
気
は
、
昭

和
２０
年
代
は
生
活
が
大
変
で
ク
ラ
ス
会

ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭

和
３０
年
か
ら
少
し
づ
つ
集
ま
り
だ
し
て

現
在(

平
成
２３
年)

ま
で
毎
年
一
度
も
欠

か
さ
ず
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
い
る
の
が
自

慢
で
す
。
今
年
も
５
月
７
日
に
新
宿
で
集

ま
り
１１
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

港(

全)

２
期
Ｃ 

 

白
井 

金
次
郎 

芝
の
校
舎
が
消
え
る
の
は
少
し
淋
し
い
で

す
ね
。 

 
 

毎
年
７
月
ク
ラ
ス
会
を
都
内
で
開
い
て
い

ま
す
。
年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
が
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
す
ね
。 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

 

鈴
木 

俊
雄 

近
々
に
ク
ラ
ス
会
を
行
う
予
定
、
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

定)

３
期
Ｃ 

 

鈴
木 

三
郎 

高
齢
化
の
た
め
級
会
の
活
動
を
や
め
て
、

３
年
目
に
な
り
ま
す
。
良
き
想
い
出
と
し

て
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

  

港(

全)

４
期
Ａ 

 

相
田 

四
郎 

昨
年
は
明
石
先
生
の
「
米
寿
」
と
我
々
の

「
喜
寿
」
が
重
な
り
、
う
れ
し
い
ク
ラ
ス

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

港(

全)

５
期
Ｐ 

 

丸
山 

日
出
夫 

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
達
の
ク
ラ
ス
会(

５
Ｐ
会)

は
毎
年
数
回 

箱
根
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

５
期
Ｃ 

 

大
木 

繁 

還
暦
を
迎
え
て
か
ら
喜
寿
に
至
る
今
年
ま

で
年
一
回
ク
ラ
ス
会
を
も
っ
て
い
ま
す
が

４１
人
の
卒
業
生
も
１５
人
程
度
に
な
り
ま

し
た
。 

  

港(

全)

７
期
Ｃ 

 

鈴
木 

一
男 

級
会
も
集
ま
る
の
が
同
じ
メ
ン
バ
ー
６
～

７
名
、
故
に
解
散
し
、
現
在 

〝お
元
気
で

す
会
〟 
と
名
を
変
え
年
１
～
２
回
の
旅

行
と
食
事
会
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

港(

全)

８
期
Ｅ 

 

岡
村 

政
一 

○
毎
年
Ｓ
３１
年
卒
Ｅ
ク
ラ
ス
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
出
席
者
は
10
名
前
後 

○
在
学
３
年
間
、
小
澤
彰
先
生
の
担
任
ク

ラ
ス
で
し
た
。
毎
年
ご
連
絡
し
、
時
々

ご
出
席
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
昨

年
７
月
家
族
よ
り
訃
報
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
は
ク
ラ
ス
会
有
志
で
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
る
会
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

 

高
橋 

諄
一 

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
４
～
５
名
で
毎
年
温
泉
に

行
っ
て
ま
す
。 

 

 

港(

全)

１０
期
E2 

 

池
田 

克
良 

毎
年
六
月
に
ク
ラ
ス
会
を
新
橋
の
浪
漫
亭

で
開
い
て
い
ま
す
。
二
十
二
年
度
は
担
任

で
あ
っ
た
田
島
貞
男
先
生
の
基
に
二
十
一

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
先
生
の
変
わ
ら
ぬ

慈
愛
溢
れ
る
姿
に
感
激
し
て
い
ま
す
。
記

念
撮
影
・
近
況
報
告
・
二
次
会
の
カ
ラ
オ

ケ
と
皆
健
在
で
す
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
毎

月
佐
倉
Ｃ
Ｃ
を
回
っ
て
お
り
年
末
の
合
宿

ゴ
ル
フ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

１１
期
Ｅ２ 

 

坂
元 

正 

担
任
だ
っ
た
三
留
先
生
に
ち
な
ん
で
三
留

会
と
銘
打
ち
、
１
９
８
０
年
40
才
を
期
に

一
泊
の
ク
ラ
ス
会
を
開
始
。
当
初
３
～
４

年
ご
と
、
還
暦
か
ら
２
年
毎
、
そ
し
て
昨

年
古
希
を
期
に
毎
年
開
催
と
し
た
と
こ
ろ

で
の
東
北
大
震
災
。
悩
ん
だ
末
、
今
年
は

一
泊
で
な
く
日
帰
り
と
い
う
こ
と
で
６
月

開
催
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
。 

宮
本
先
生
の
訃
報
に
接
し
、
元
気
に
腕
立

て
伏
せ
を
さ
れ
て
い
た
先
生
が
し
の
ば
れ

ま
す
。 

  

港(

全)

１１
期
Ｅ２ 

 

柏
木 

邦
宏 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
を
拝
見
し
、
御
指
導
頂

い
た
多
く
の
先
生
方
の
御
名
前
を
見
る
こ

と
が
出
来
、
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
又
一

方
で
訃
報
に
御
名
前
の
挙
が
っ
た
先
生
も

有
り
、複
雑
な
思
い
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

１
回
／
年
ク
ラ
ス
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
６
／
９
日
「
大
江
戸
♨
」
へ
集
ま

り
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｍ 

 

小
林 

保
男 

例
年
の
通
り
６
月
第
１
日
曜
日
、
母
校
の

近
く
で
ク
ラ
ス
会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
も
土
曜
日
よ
り
日
曜
日
の
方
が

出
席
率
が
よ
い
で
す
ョ
！ 

 
 

 

港(

全)

１２
期
Ｅ２ 

 

堤 

和
男 

５
／
８(

日)

に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て

古
希
の
会
を
催
し
ま
し
た
。 

１
年
ぶ
り
に
２２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１３
期
Ａ 

 

嶋
田 

雄
二 

２
月
２５
日
、
久
し
振
り
に
ク
ラ
ス
会
を

「
大
江
戸
温
泉
物
語
」
で
や
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
１２
名
と
少
な
か
っ
た
の
で
す

が
と
て
も
懐
か
し
く
、
高
校
時
代
の
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
２
年
後
に
又
ク
ラ

ス
会
で
会
う
約
束
を
し
て
別
れ
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１４
期
Ｅ１ 

道
関 

正
治 

次
回
は
参
加
し
ま
す 

。 

定
年
後
も
短
時
間
な
れ
ど
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
は
、
２
～
３
年
に
一
度
の
ペ
ー

ス
で
行
っ
て
い
ま
す
。（
高
橋
光
春
先
生
も

ご
健
在
で
す
） 

  

港(

全)

18
期
Ｍ 

 

大
塚 

隆
一 

高
校
の
仲
間
と
は
卒
業
後
、
も
う
す
ぐ
45

年
の
付
合
い
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
７
月

に
は
皆
（
６
名
）
で
祇
園
祭
に
行
く
予
定

で
す
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

 
港(

全)

１６
期
Ｃ 

 

飯
田 

馨 
我
が
１６
期
電
子
科
卒
、
４１
名
在
籍
中
、

消
息
不
明
の
級
友
が
７
名
、
故
人
が
３
名

で
す
。
３１
名
の
殆
ど
が
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
所
有
し
、
「
港
元
気
」
と
云
う
グ
ル
ー

プ
・
ポ
ス
ト
名
に
送
信
す
れ
ば
登
録
者
全

員
に
配
信
さ
れ
、
事
あ
る
ご
と
に
相
互
の

情
報
伝
達
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

毎
年
の
夏
の
暑
気
払
い
、
冬
の
忘
年
会
で

も
担
任
で
あ
り
、
校
長
で
あ
っ
た
関
先
生

を
交
え
て
２０
名
前
後
が
参
加
し
交
友
を

深
め
て
お
り
、
母
校
を
巣
立
っ
て
４７
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
は

稀
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

―
―
― 

編
集
部
よ
り 

 
 
 

同
窓
会
も
よ
ろ
し
く 

前
田
会
長 

  

港(

全
）
４２
期
Ｅ２ 

 

小
林 

誠
幸 

つ
い
先
日
、
有
志
に
よ
る
ク
ラ
ス
会
を
行

う
と
の
話
を
聞
き
、
卒
業
以
来
と
な
る
メ

ン
バ
ー
と
顔
を
合
わ
せ
た
。
そ
こ
に
は
、

あ
の
頃
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
年
齢
だ
け
重
ね

た
皆
が
そ
こ
に
居
た
。 

こ
の
同
窓
会
も
歳
は
重
ね
て
も
長
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

   

 

 
 

返
信
ハ
ガ
キ
か
ら
の 

 
 
 

近
況
・
想
い
出(

２３
年
度) 

   

高
輪(

一
本)

１
期
Ｅ 

慶
野 

寛 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
富
田
先
生
の
訃

報
を
知
り
ま
し
た
。
理
科
大
で
は
同
級
生

で
、
今
年
の
賀
状
も
や
り
と
り
し
て
い
ま

し
た
だ
け
に
・
・
・
・
・ 

お
互
い
に
年
令
は
い
っ
て
も
、
今
年
こ
そ

お
会
い
し
よ
う
と
取
り
交
わ
し
て
い
ま
し

た
の
に
・
・
・
・ 

私
に
と
っ
て
は
兄
の
よ
う
な
存
在
で
し
た
。 

  

高
輪(
二
本)

９
期
Ｅ 

加
藤 

茂 

港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
御
送
付
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
実
は
私
も
高
年
令
の
せ
い
か

血
圧
も
高
く
昨
年
よ
り
今
年
に
か
け
入
退

院
を
繰
り
返
し
体
調
も
思
わ
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
し
か
ら
ず
。 

  

高
輪(

二
本)

９
期
Ｅ 

若
月 

茂 

一
応
元
気
で
老
人
会
等
又
Ｇ
Ｂ
、
Ｇ
Ｇ
な

ど
で
気
楽
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

  

高
輪(

二
本)

１０
期
Ｍ 

猪
俣 

幸
一 

級
友
は
お
互
い
に
八
十
路
を
歩
む
高
齢
者

に
な
り
ク
ラ
ス
会
も
思
う
よ
う
に
営
め
ず

さ
び
し
い
昨
今
で
す
。
互
い
に
米
寿
ま
で

頑
張
っ
て
ク
ラ
ス
会
を
開
き
た
い
も
の
で

あ
る
。 

 

麻
布(

一
本)

２
期
Ｍ 

城
戸
崎 

健 

病
気
も
し
ま
し
た
が
、
ま
ー
あ
ー
元
気
で

週
２
回
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
居
り
ま

す
。 

  

麻
布(

一
本)

３
期
Ｅ 

雨
宮 

正
彦 

私
も
86
才
と
な
り
麻
布
の
友
人
も
３
～

４
名
、
健
康
体
は
生
存
し
て
い
な
い
何
か

の
障
害
を
か
か
え
て
居
り
ま
す
。
麻
布
の

友
達
２
名
と
語
ら
っ
て
、
六
郷
高
へ
出
向

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
今
は
殆
ど
不
可

能
の
よ
う
で
す
。
加
藤
琢
二
先
生
に
お
電

話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
声
は
か
す
れ
て

居
ら
れ
ま
す
が
電
話
口
に
て
今
回
出
席
し

た
い
と
の
御
意
向
で
し
た
。
残
念
乍
ら
私

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
判
ら
な
い
の
が
現

状
で
ご
ざ
い
ま
す
、
同
級
の
月
岡
君
と
も

只
今
電
話
し
ま
し
た
が
通
話
は
可
能
で
も
、

と
て
も
出
席
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

麻
布
の
人
で
ど
な
た
か
お
ら
れ
た
ら
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

麻
布(

一
本)

６
期
Ｍ 

加
藤 

弘 

卒
業
が
終
戦
の
年
の
３
月
だ
っ
た
の
で
、

今
を
去
る
６６
年
前
で
し
た
。
入
学
当
時 

(

昭
和
１６
年
４
月)

の
校
名
は
東
京
市
立

麻
布
工
業
学
校
で
、
機
械
科
と
電
気
科
の

２
ク
ラ
ス
、
一
〇
〇
名
ほ
ど
の
同
窓
生
。

そ
の
中
に
は
志
願
兵
で
軍
隊
へ
行
っ
た
人

も
あ
り
、
今
で
は
元
気
な
人
が
何
人
位
で

し
ょ
う
か
？
残
り
少
な
い
人
生
を
大
切

に
！
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

麻
布(

一
本)

６
期
Ｍ 

志
村 

順
一 

主
人
４
年
前
脳
内
出
血
に
よ
り
右
半
身
不

自
由
な
た
め
一
人
で
上
京
で
き
ま
せ
ん
。 

体
調
は
良
好
な
れ
ど
歩
行
等
の
介
助
が
必

要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
出
席
不
可
能
と
存

じ
ま
す
の
で
ご
理
解
下
さ
い
ま
せ
。 

 
 
 
 
 
 
 

―
―
― 

志
村 

内 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

 

奥
宮 

盛
治 

昨
年
自
転
車
で
転
倒
、
そ
れ
以
来
体
調
が

あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

港(

全)

１
期
Ｅ 

 

中
田 

達
夫 

六
平
巧
宣
先
生
と
は
、
高
輪
で
担
任
と
し

て
初
め
て
着
任
以
来
８８
才
で
逝
去
さ
れ

る
ま
で
毎
年
ク
ラ
ス
会
で
お
互
い
に
種
々

話
し
合
い
ま
し
た
の
が
な
つ
か
し
い
想
い

出
で
す
。 

  

港(

全)

２
期
Ｃ 

 

梅
津 

安
弘 

67
年
前
の
想
い
出 

Ｓ
19
❘
３
→
渋
谷
工
業(

恵
比
寿)

入
学

Ｓ
20
❘
３
→
焼
失(

Ｂ
29
→
東
京) 

→
高
輪
・
麻
布
と
合
併
→
港
工
高
。 

渋
工
時
代
→
道
玄
坂
両
側
の
家
、
強
制
疎

開
動
員
、
戦
車
で
引
張
っ
て
こ
わ
す
。 

終
戦
後
代
々
木
進
駐
軍
キ
ャ
ン
プ
動
員 

→
掃
除
洗
濯
。
卒
業
制
作
→
秋
葉
で
買
う

(

部
品)

５
球
ラ
ジ
オ
。 

 

港(

全)

３
期
Ｍ 

 

坂
巻 

俊
幸 

寄
る
年
波
に
勝
て
ず
ヒ
ザ
を
い
た
め
て
お

り
ま
す
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

 
港(

全)

２
期
Ｃ 

 

三
宅 

精
二 

79
歳
に
な
り
ま
し
た
、
ア
ッ
と
言
う
間
に

人
生
の
終
点
近
く
に
ま
で
来
て
し
ま
い
ま

し
た
。
３
人
の
子
供
が
居
る
の
に
孫
が
居

な
い
事
を
嘆
い
て
い
た
の
で
す
が
、
75
歳

の
時
に
初
孫
が
出
来
ま
し
た
。
嬉
し
く
て

倅
に｢

こ
の
子
に
は
、俺
が
ス
キ
ー
を
教
え

る｣

と
宣
言
し
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
親
不
孝
な
子
供
は
持
ち
た
く
な

い
も
の
で
、
自
分
が
小
さ
な
頃
に
父
親

(

私)

に
背
負
わ
れ
て
ス
キ
ー
を
覚
え
た
恩

を
忘
れ
居
っ
て
、｢

親
父
の
よ
う
な
下
手
っ

ぴ
に
教
え
て
も
ら
い
た
く
な
い
、
我
々
両

親
共
１
級
の
腕
前
で
す
よ｣

と
抜
か
し
よ

っ
た
。 

そ
れ
か
ら
臥
薪
嘗
胆
何
度
も
落
第
し
な
が

ら
、
よ
う
や
く
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
の
１

級
の
バ
ッ
ジ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

未
だ
孫
に
は
ス
キ
ー
を
教
え
て
い
な
い
、

だ
か
ら
も
う
少
し
ス
キ
ー
の
現
役
を
継
続

せ
ね
ば
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。 

  

港(

全)

３
期
Ａ 

 

鈴
木 

勝 

鈴
木
勝
は
介
護
認
定
④
で
車
椅
子
生
活
で

特
養
ホ
ー
ム
入
居
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

１
ヶ
月
程
前
か
ら
入
院
致
し
て
お
り
ま
す
。 

あ
ま
り
状
態
は
良
く
は
有
り
ま
せ
ん
が
頂

い
た
同
窓
会
の
案
内
は
読
ん
で
聞
か
せ
て

い
ま
す
。
元
気
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

―
―
― 

手
嶋
政
子(

同
居
人) 

 

 

港(

全)

３
期
Ｐ 

 

森
島 

実 

兄
は
４
年
前
よ
り
上
記
介
護
ホ
ー
ム
に
入

居
し
、
重
度
の
高
い
介
護
を
受
け
て
お
り

ま
す
。 

 
 
 
 

―
―
― 

森
島
英
男
（
弟) 

  

港(

全)

４
期
Ｍ 

 

可
知 

重
男 

母
校
も
な
く
な
り
淋
し
い
限
り
で
す
。 

第
１０
号
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
に
「
分

校
の
あ
れ
こ
れ
」(

木
内
先
生)

を
懐
か
し

く
拝
読
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

私
達
が
４
年
間
最
下
級
生
と
し
て
過
ご
し

た
こ
と
、
当
時
の
先
生
方
の
お
名
前
を
お

聞
き
し
た
こ
と
で
の
当
時
の
光
景
が
目
の

当
た
り
に
再
現
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
等
々

次
々
に
若
か
っ
た
当
時
の
戦
災
に
よ
る
復

興
へ
の
情
熱
が
甦
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

80
歳
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
サ
ル
業

を
通
じ
若
い
人
と
の
接
す
る
楽
し
み
を
味

わ
っ
て
居
り
ま
す
。 

  

港(

全)

４
期
Ｅ 

 

片
岡 
英 

せ
め
て
生
き
て
い
る
間
に
一
度
は
参
加
し

な
け
れ
ば
と
、
今
年
は
参
加
し
ま
す
。 

  

港(

全)

４
期
Ｅ 

 

羽
根 

高
広 

下
村
湖
人
の｢

次
郎
物
語｣

、
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
の
交
響
曲｢

新
世
界｣

を
教
え
て
く
れ
、

私
に
そ
の
方
面
へ
の
扉
を
開
け
て
く
れ
た

級
友
が
居
た
。
西
尾
専
之
助
君
だ
！ 

な
つ
か
し
い
。 

  

 

港(

全)

４
期
Ｃ 

 

阿
部 

武 

ニ
ュ
ー
ス
１０
号
、
又
々
な
つ
か
し
い
木
内

先
生
の
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
。 

分
校
生
活
、
ヤ
ミ
市
、
棚
橋
、
田
中
、
小

神
野
、
沢
木
先
生
と
、
私
も
同
じ
思
い
を

感
じ
ま
し
た
。
小
神
野
先
生
で
思
い
出
す

の
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
発
声
読
み
カ
ナ

「
Ａ
ァ
、
Ｂ
ブ､ 

Ｃ
ス
ウ
、
Ｄ
ド
、
Ｅ
ェ
、
Ｆ
フ
、
Ｇ
グ
・
・
・
」 

英
単
語
を
見
る
と
思
い
出
す
教
え
で
す
。 

  

港(

全)

４
期
Ｃ 

 

木
村 

一
男 

２０
周
年
記
念
誌 

〝
分
校
の
あ
れ
こ
れ
〟 

の
木
内
先
生 

懐
か
し
さ
よ
り
驚
き
を
感

じ
ま
し
た
。
療
養
生
活
を
送
ら
れ
た
と
の

事
が
、
全
く
記
憶
に
た
ど
り
つ
け
ず
で
し

た
。
た
だ
、
授
業
で
の
笑
顔
を
ま
じ
え
て

感
心
な
表
情
、
口
調
が
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い

浮
か
び
、
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

  

港(

定)

４
期
Ｅ 

 

鈴
木 

孝
一 

Ｓ
２３
年
１
月
、
雪
の
降
る
晩
方
港
工
業
を

訪
れ
一
人
編
入
試
験
を
受
け
る
。
無
一
文

引
揚
者
だ
っ
た
。
同
年
４
月
か
ら
新
制
港

工
高
。
Ｓ
２７
・
３
月
ま
で
、
皆
勤
。
無
事

卒
業
さ
せ
て
も
ら
う
。
以
来
６０
年
早
坂
、

飯
崎
、
桑
森
、
飯
島
、
家
田
、
峠
、
小
神

野
、
等
々
豪
傑
先
生
の
顔
浮
か
ぶ
。 

同
期
は
大
体
皆
元
気
で
す
。
80
才
前
後 

  

港(

定)

４
期
Ｅ 

 

勝
田 

英
明 

当
時
、
早
坂
校
長
は｢

工
員
養
成｣

の
高
校

で
あ
る
と
仰
い
ま
し
た
が
、
教
育
者
の
長

と
し
て
は
余
り
に
視
野
が
狭
す
ぎ
ま
し
た
。

若
年
者
ゆ
え
に
途
中
で
人
生
の
進
路
変
更

を
図
り
た
い
学
生
も
い
る
で
し
ょ
う
！
ど

う
か
、
専
門
教
育
の
み
で
な
く
、
こ
う
い

う
少
数
の
学
生
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
い
て
下
さ
い
。
私
は
明
治
大
学
法
科

に
進
み
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
勤
務
し
て
大
成

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

  

港(

全)

５
期
Ｅ 

 

窪
野 

紀
久
夫 

恩
師
小
澤
先
生
の
ご
逝
去
の
、
知
ら
せ
を

ご
葬
儀
後
知
ら
さ
れ
、
深
甚
か
ら
の
哀
惜

の
情
と
恩
師
の「
正
直
は
誠
意
に
通
じ
る
」

と
の
教
え
を
肝
に
銘
じ
て
社
会
人
と
し
て

生
き
て
き
た
私
の
今
日
が
あ
る
と
感
謝
謹

言
心
か
ら
冥
福
を
祈
念
し
ま
す
。 

  

港(

全)

５
期
Ｃ 

 

佐
藤 

定
美 

 
 

主
人
は
病
で
倒
れ
ま
し
て
か
ら
、
２
年
余

り
が
経
ち
ま
す
。
今
だ
療
養
中
で
す
。 

  

港(

全)

５
期
Ｃ 

 

平
林 

徳
治 

 
 

調
布
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
。
児
童
館
の
管
理
業
務
を
土
曜
、
日
曜

日
、
出
勤
し
て
居
り
ま
す
。 

  

港(

全)

６
期
Ｐ 

 

佐
々
木 

修
一 

港
工
出
身
者
で
東
芝
に
勤
務
し
た
こ
と
の

あ
る
人
た
ち
で
つ
く
る
睦
論
会
と
い
う
会

が
あ
り
ま
す
。
近
年
こ
れ
へ
の
出
席
者
も

少
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
会
の
維
持
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

 
港(

全)

６
期
Ｅ 

 

大
串 

忠
史 

卒
業
し
て
５７
年
。
今
で
も
高
校
時
代
の
事

は
ハ
ッ
キ
リ
お
ぼ
え
て
ま
す
。
小
澤
彰
先

生
の
訃
報
残
念
で
す
。
電
気
機
器
の
授
業

を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

  

港(

全)

６
期
Ｃ 

 
岩
間 

健
一 

恩
師
訃
報
の
中
で
入
学
時
担
当
だ
っ
た
宮

本
貴
文
先
生
の
名
前
が
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
感
謝
と
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。 

  

港(

全)

６
期
Ｃ 

 

土
子 

賢
治 

「
港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
記
事
中
の
学
校
の
写
真
と

愛
宕
神
社
の
階
段
の
写
真
（
こ
こ
で
卒
業

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
）
が
大
変
な
つ

か
し
く
当
時
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。 

  

港(

定)

７
期
Ｃ 

 

疋
田 

豊 

戦
後
で
皆
若
学
生
で
良
く
ガ
ン
バ
ッ
た
想

い
出
が
な
つ
か
し
い
。 

  

港(

全)

７
期
Ａ 

 

浅
居 

武
史 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
佐
野
先
生
の
様
子
を

知
り
大
変
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

港(

全)

８
期
Ｃ 
 

堀 

隆
次 

最
近
の
体
調
不
良
は
電
車
に
乗
っ
て
出
か

け
る
事
が
む
つ
か
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

若
い
う
ち
は
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
の
だ
と
い

う
何
の
根
拠
も
な
い
楽
観
論
で
何
で
も
や

っ
て
来
ま
し
た
。
お
陰
で
山
登
り
な
ど
も

登
り
た
い
山
と
登
れ
る
山
の
区
別
が
出
来

ず
に
挑
戦
し
て
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ

た
と
思
う
事
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。

自
分
が
体
力
的
に
落
ち
て
来
た
事
を
自
覚

で
き
ず
今
日
ま
で
来
て
し
ま
い
、
73
才
に

な
っ
た
今
ガ
ク
ッ
と
来
て
お
り
ま
す
。
最

近
で
は
親
し
か
っ
た
友
人
も
世
を
去
り
と

く
に
東
日
本
大
震
災
以
後
は
ウ
ツ
気
分
が

抜
け
ず
出
か
け
る
事
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。賛
助
金
は
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

同
窓
会
出
席
が
か
な
わ
な
く
な
り
ま
し
た

こ
の
頃
で
す
。 

  
港(

全)

８
期
Ｃ 

 

本
多 

幸
一 

２
０
１
１
．
３
．
11
、
東
日
本
大
震
災
、

大
変
な
年
に
な
り
ま
し
た
。
皆
々
元
気
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
に
へ
こ

た
れ
ず
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

  

港(

定)

８
期
Ｅ 

 
松
井 

和
勇 

卒
業
し
て
恩
師
飯
島
先
生
も
逝
去
さ
れ
学

友
も
疎
遠
と
な
り
総
会
、
懇
親
会
に
出
席

し
て
も
顔
馴
染
み
の
人
も
な
く
白
け
ム
ー

ド
と
な
っ
て
足
が
向
か
わ
な
い
の
は
自
分

だ
け
で
し
ょ
う
か
？
以
前
は
ク
ラ
ス
会
を

年
一
回
開
催
し
て
ま
し
た
が
仲
間
の
折
り

合
い
が
悪
く
な
り
中
断
し
ま
し
た
。
心
の

中
で
若
き
日
を
思
い
楽
し
ん
で
ま
す
。 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

 

堀
江 

俊
一 

70
才
を
越
え
た
こ
ろ
か
ら
体
力
は
落
ち

バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
ま
し
た
が
相
変
わ

ら
ず
山
登
り
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

９
期
Ｅ 

 

小
嶋 

観
民 

通
学
は
電
車
と
都
電
で
御
成
門
下
車
で
し

た
が
私
は
都
電
に
弱
く
、
殊
に
梅
雨
時
の

混
雑
に
は
途
中
下
車
は
度
々
で
し
た
。
部

活
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
り
愛
宕
山
の
石
段

を
よ
く
使
っ
た
。
全
校
対
抗
で
は
体
育
の

先
生
と
意
地
の
張
合
い
と
な
り
、
ヒ
ジ
鉄

で
目
尻
を
切
ら
れ
た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

都
の
大
会
で
は
初
戦
敗
退
が
続
き
ま
し
た
。 

狭
い
校
庭
で
の
部
活
は
苦
し
か
っ
た
が
楽

し
い
青
春
で
し
た
。 

  

港(

全)

９
期
Ｅ 

 

渡
辺 

勝
重 

私
は
自
動
車
機
器
の
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
を

40
年
間
や
っ
て
来
ま
し
た
。
日
本
全
国
の

自
動
車
整
備
工
場
を
技
術
指
導
し
て
、
現

在
は
電
気
自
動
車
に
発
展
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
。 

  

港(

全)

９
期
Ｃ 

 

米
田 

宏 

愛
宕
山
下
の
港
工
高
で
い
ろ
い
ろ
学
ん
だ

こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
校
舎
が
消
滅
す
る
？

記
事
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
前
に
見
て
お

き
た
く
な
り
ま
し
た
。 

  
港(

定)

９
期
Ｃ 

 

佐
田 

一
郎 

い
つ
の
間
に
か
年
ば
か
り
積
ね
て
７５
才

と
い
う
月
日
が
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
ふ
と
、
な
ら
ば
何
か
大
切
な
も
の
が

残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
と
振
り
返
っ
て

み
る
と
、そ
こ
に
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

第
10
号
の
Ｐ
９
を
開
い
て
み
る
と
フ
ト

眼
に
付
い
た
の
が
パ
リ
パ
リ
の
同
級
生
の

山
元
稔
さ
ん
の
す
て
き
な
文
章
が
目
に
入

っ
た
。
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
う
ち

に 

〝
す
ば
ら
し
い
〟 

と
ひ
と
り
言
を
い

っ
て
し
ま
っ
た
。
学
校
時
代
か
ら
た
け
た

人
だ
と
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
い
つ
ま
で

も
山
元
さ
ん
は
一
際
す
ば
ら
し
い
！
と
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

１０
期
Ｅ１ 

 

岡 

正
義 

Ｓ
３０
～
３３
年
の
間
陸
上
競
技
部
に
在
籍

し
ま
し
た
が
卒
業
以
来
部
員
と
お
会
い
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
是
非
再
会
し
た
い
と
思

い
ま
す
！ 

  

港(

全)

１０
期
Ｅ２ 

 

佐
藤 

弘
司 

海
野
理
事
、
赤
川
理
事
と
は
篭
球
部
で
の

つ
な
が
り
で
す
。
せ
め
て
総
会
に
は
出
席

し
た
い
と
思
い
ま
す
。港
工
業
、愛
宕
山
、

芝
公
園
、
そ
し
て
御
成
門
は
大
切
な
私
の

ふ
る
さ
と
で
す
。 

  

港(

全)

１０
期
Ｅ２ 

 

牧
野 

和
男 

脳
梗
塞
を
患
っ
て
以
来
、
体
調
が
元
に
戻

ら
ず
、
月
に
１
度
ク
ラ
ス
の
人
と
ゴ
ル
フ

を
し
て
い
た
の
が
出
来
ず
、
会
う
事
が
出

来
な
く
な
り
ま
し
た
。 

  

港(

定)

１０
期
Ｍ 

 

中
村 

信
雄 

１
９
９
６
・
３
・
１８
ま
で
新
幹
線
で
運
転

士
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
職
場
に
は
港
工

業
の
先
輩
、
後
輩(

私
も
含
め)

４
名
が
い

ま
し
た
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

 
港(

定)

１０
期
Ｍ 

 

長
谷
川 

弘 
53
才
の
現
役
時
、
社
命
に
よ
り
就
任
し
ま

し
た
都
内
専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
が

20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
週
１
回
３
時
間

の
講
義
は
現
役
時
代
は
煩
わ
し
い
も
の
で

し
た
が
、
定
年
退
職
後
は
そ
の
準
備
を
含

め
て
程
良
い
頭
の
体
操
と
な
り
、
情
報
入

手
の
た
め
の
医
学
学
会
出
席
も
旧
知
の
先

生
方
と
の
再
会
も
あ
り
、
結
構
楽
し
ん
で

居
り
ま
す
。 

  

港(

定)

１０
期
Ｃ 

 

海
老
原 

弘
宣 

Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
と
愛
宕
山
ま
で
の
通
学
路
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
５０
年
前
と

は
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

港(

定)

１１
期
Ｍ 

 

浅
野 

昭 

当
方
は
地
震
災
害
は
土
止
め
用
ブ
ロ
ッ
ク

が
落
ち
、
内
部
で
は
陶
器
等
の
破
損
で
す

み
ま
し
た
。
ご
安
心
下
さ
い
。 

 
 

―
―
―
編
集
部 

よ
り 

浅
野
氏
は
当
・
同
窓
会
理
事
で
大
震
災

が
あ
っ
た
仙
台
に
居
住
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｅ１ 

 

池
田 

弘
明 

山
岳
部
に
在
籍
し
登
山
の
基
礎
を
部
顧
問

や
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
。
今
は
そ
の
技
術

を
健
康
管
理
に
活
か
し
て
い
る
。
気
力
体

力
が
減
衰
す
る
昨
今
だ
が
我
が
身
に
鞭
打

っ
て
槍
～
西
穂
高
縦
走
を
毎
年
続
け
て
い

る
。
老
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
が
今
年
が
最
後
に
な
る
か
も

知
れ
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
通
い
、
当
時
夢

見
た
エ
ベ
レ
ス
ト
を
間
近
に
見
る
こ
と
も

で
き
た
し
登
山
に
悔
い
は
な
い
。
当
時
の

部
顧
問
、
諸
先
輩
に
感
謝
し
て
い
る
。 

  

港(

全)

１２
期
Ａ 

 

田
中 

幹
夫 

港
工
業
を
卒
業
し
て
５０
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
愛
宕
山
の
階
段
を
登
っ
て
み
た
く
な

り
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｃ 

 

金
村 

嘉
久 

学
校
祭
の
時
、講
堂
に
落
語
家「
歌
奴
」(

現
、

円
窓)

が
来
て
「
山
の
あ
な
あ
な
～
」
を
初

め
て
生
で
聞
い
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
。
各

科
対
抗
水
泳
大
会
で
リ
レ
ー
競
技
進
行
中

に
突
然
欠
員
が
出
て
３
階
の
教
室
で
見
て

い
た
泳
げ
な
い
私
が
引
っ
張
り
出
さ
れ
、

先
に
泳
い
だ
人
の
水
パ
ン
を
飛
込
台
脇
で

は
か
さ
れ
バ
ケ
ツ
の
水
を
掛
け
ら
れ
て
突

き
落
す
よ
う
に
尻
を
押
さ
れ
て
プ
ー
ル
の

中
に
、
２５
ｍ
タ
ー
ン
を
し
た
と
た
ん
力
つ

き
て
本
部
前
で
お
ぼ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
２

位
で
あ
っ
た
も
の
が
ラ
ス
ト
に
な
り
、
参

加
賞
に
陰
キ
ン
を
も
ら
い
悩
ん
だ
こ
と
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。 

  

港(

全)

１２
期
Ｃ 

 

竹
内 

操 

初
め
て
同
窓
会
に
参
加
い
た
し
ま
す
。 

会
報
で
木
内
先
生
の
記
事
を
読
み
ま
し
た
。

な
つ
か
し
く
な
り
、
木
内
先
生
の
奥
様
に

電
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
窓
会
に
ご
参

加
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同

級
生
も
５
人
行
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

港(

全)

１２
期
Ｃ 

 

桃
井 

義
雄 

本
年
秋
に
は
古
稀
を
迎
え
る
年
に
な
っ
た
。 

入
学
時
、
昭
和
33
年
に
は
東
京
タ
ワ
ー
が

ほ
ぼ
完
成
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ブ

活
動
は
卓
球
部
に
属
し
、
近
く
の
愛
宕
山

の
男
坂
で
、
階
段
を
兎
跳
び
で
昇
る
、
大

変
き
つ
い
運
動
を
し
た
事
を
、
昨
日
の
よ

う
に
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
の
せ
い
か
、
歩

く
こ
と
に
は
、
幸
い
の
こ
と
に
支
障
が
出

て
お
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
下
町
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
あ
る
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
、
来
春

完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
歴
史

が
変
わ
る
節
目
な
の
で
し
ょ
う
か
。
片
山

先
生(

担
任)

、田
島
先
生(

英
語)

は
じ
め
、

多
く
の
先
生
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
ま
だ
現
役
中
で
す
。 

  

港(

全)

１３
期
Ｅ２ 

 

宇
南
山 

光
男 

文
化
祭
で
は
山
脇
学
園
や
城
南
高
校
の
華

道
部
を
訪
問
し
て
、
生
花
を
出
品
し
て
い

た
だ
く
よ
う
折
衝
し
た
想
い
出
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
フ
ォ
ー

ド
に
乗
せ
て
も
ら
い
港
区
内
を
走
っ
た
こ

と
も
。 

  

港(

全)

１３
期
Ｃ 

 

渡
井 

賢
二 

今
年(

平
成
２３
年)

は
、
港
工
高
を
卒
業
し

て
丁
度
半
世
紀
に
な
り
、
高
校
時
代
の
３

年
間
を
大
変
、
懐
か
し
く
思
っ
て
ま
す
。 

特
に
第
１０
号
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で

在
学
中
教
わ
っ
て
ま
し
た
英
語
の
田
島
先

生
の
便
り
を
拝
読
し
て
、
と
て
も
懐
か
し

か
っ
た
で
す
。 

 

港(

全)

１４
期
Ａ 

 

岩
井 

勇
夫 

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
で
Ａ
型
フ
ォ
ー
ド
の
記

事
を
な
つ
か
し
く
読
み
ま
し
た
。
思
え
ば

港
工
自
動
車
科
に
入
学
し
、
自
動
車
部
に

入
り
ま
し
た
。
当
時
の
フ
ォ
ー
ド
は
仮
ナ

ン
バ
ー
も
あ
り
、
先
生
の
目
を
ぬ
す
ん
で

は
町
中
を
乗
り
廻
し
た
も
の
で
す
。
た
ま

に
み
つ
か
り
大
目
玉
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
に
懲
り
る
こ
と
な
く
走
り
廻
っ
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
赤
坂
で
ブ
レ
ー
キ
ロ
ッ

ド
の
右
側
？
が
切
断
し
て
ひ
や
り
と
し
た

思
い
で
も
な
つ
か
し
い
も
の
で
す
。
自
分

達
で
溶
接
し
て
修
理
し
て
、
可
動
状
態
を

保
っ
た
３
年
間
で
し
た
。 

  

港(

全)

16
期
Ｍ 

 

坂
本 

正 

皆
の
顔
が
見
た
い
。
解
禁
最
終
日
少
し
は

飲
め
る
か
な
？
60
過
ぎ
て
色
々
肩
書
を

も
ら
っ
た
。
お
医
者
様
に
。
前
立
腺
、
狭

心
症
、糖
尿
病
、歯
の
修
理
は
終
わ
っ
た
、

眼
は
白
・
緑
今
は
大
丈
夫
だ
っ
て
（
年
２

回
要
検
査
）
今
40
肩
で
苦
し
ん
で
い
る

（
両
肩
６
回
目
）、
60
過
ぎ
迄
病
院
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
の
に
、
自
分
に
激
を
入

れ
、
も
う
少
し
、
も
う
少
し
だ
！ 

  

港(

全)

１６
期
Ｅ２ 

 

上
村 

博 

野
球
部
の
Ｏ
Ｂ
会
に
は
時
々
出
席
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
同
窓
会
は
初
め
て
出
席
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
若
い
頃
の
懐
か
し
い
皆

様
に
お
会
い
で
き
る
事
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。 
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臨時号                                 平成23年10月20日 

 

 

港工同窓会ニュース 

 
港(

全)

１８
期
Ｍ 

 

佐
々
木 

博
光 

在
学
３
年
間
の
担
任
で
し
た
植
松
基
先
生

と
幸
せ
な
こ
と
に
今
で
も
お
つ
き
あ
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

１８
期
Ａ 

 

相
川 

浩 

職
場
が
赤
坂
と
、
港
工
に
近
く
た
ま
に
校

舎
を
見
に
回
り
道
し
ま
す
が
、
現
在
は
何

に
使
わ
れ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
隣

の
慈
恵
医
大
病
院
も
考
え
て
み
れ
ば
４０

年
以
上
経
て
お
り
年
代
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 

  

港(

全)

１８
期
Ａ 

 

堀 

成
一 

田
島
先
生
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
、
な
つ
か
し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
先
生
の
授
業
は
１
年
の
時
の
み
で
、

そ
の
後
大
崎
高
校
に
移
ら
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
力
強
い
声
音
で
勢
力
的
な
授
業

の
印
象
は
今
で
も
記
憶
の
中
に
残
っ
て
お

り
ま
す
。
宮
本
先
生
に
は
世
界
史
の
授
業

を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。一
段
落
し
た
時
、

昔
は
昼
、
愛
宕
山
の
上
か
ら
勝
鬨
橋
が
上

が
る
の
見
え
た
と
、
話
さ
れ
た
事
を
今
で

も
覚
え
て
お
り
ま
す
。
福
島
先
生
も
既
に

亡
く
、
毎
年
な
つ
か
し
い
先
生
の
お
名
前

を
訃
報
に
見
出
す
、
今
日
こ
の
頃
、
田
島

先
生
は
じ
め
存
命
の
方
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

港(

定)

１８
期
Ｍ
Ａ 

川
本 

信
二 

就
職
と
同
時
に
港
工
定
時
制
に
入
学
し
、

そ
の
会
社
も
数
年
前
に
無
事
定
年
を
迎
え
、

現
在
悠
々
自
適
の
身
。
そ
の
間
一
度
だ
け

港
工
学
校
祭
に
行
き
ま
し
た
が
、
学
校
無

き
今
、
六
郷
祭
に
引
き
継
が
れ
、
た
の
も

し
い
限
り
に
思
い
ま
す
。
今
年
は
是
非
見

に
い
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

  

港(

全)

１９
期
Ｅ１ 

 

加
藤 

誠 

今
年
は
ク
ラ
ス
会
を
開
い
て
元
気
な
顔
を

揃
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の

参
加
者
減
少
が
提
起
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
ク
ラ
ス
会
で
相
談
し
ま
す
。 

  

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

 

佐
藤 

芳
雄 

震
災
か
ら
２
ヶ
月
程
過
ぎ
ま
し
た
が
、
私

の
住
む
地
区
は
普
通
の
生
活
に
戻
り
ま
し

た
が
、
１０
分
ほ
ど
海
に
近
い
地
区
は
、
別

な
世
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。
想
定
外
と
い

う
言
葉
は
自
然
相
手
に
使
う
言
葉
で
は
な

い
の
で
は
と
思
う
此
頃
で
す
。 

―
―
編
集
部
よ
り 

 
 

 

宮
城
県
塩
竃
市
居
住
の
会
員
さ
ん
で
す 

  

港(

全)

２０
期
Ｅ１ 

 

萩
原 
義
幸 

今
年
の
10
月
で
定
年
を
迎
え
ま
す
。
恩
師

加
藤
先
生
、
よ
き
友
の
お
か
げ
で
、
44
年

間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
を
送
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

  

港(

全)

４８
期
Ｅ 

 

佐
藤 

俊
英 

今
年
、
母
校
の
近
所
の
愛
宕
山
神
社
で
桜

が
き
れ
い
だ
っ
た
の
で
お
花
見
を
し
ま
し

た
。
愛
宕
神
社
か
ら
見
た
港
工
業
高
校
は

と
て
も
な
つ
か
し
く
感
動
し
ま
し
た
。 

 

港(

全)

３４
期
Ｅ２ 

 

生
方 

浩
吉 

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、担
任
だ
っ
た
藤
井
先
生
、

み
ん
な
元
気
か
気
に
な
り
ま
す
。 

  

港(

全)

32
期
Ｃ 

 

山
崎 

修 

現
在
、
息
子
が
六
郷
工
科
高
校
に
在
籍
中

で
す
。
後
輩
で
す
か
ね
？ 

  

港(

全)

３６
期
Ｃ 

 

渡
来 

大
介 

最
近
、
学
校
の
前
を
通
る
用
事
が
有
り
ま

し
た
。
大
分
古
く
な
っ
た
校
舎
を
見
て
と

て
も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。 

  

港(

定)

５１
期
Ｅ 

 

中
山 

篤 

い
ろ
い
ろ
の
お
知
ら
せ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
も
う
ず
い
分
経

ち
ま
す
が
、
ま
だ
き
の
う
の
よ
う
に
鮮
烈

に
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
楽
し
か
っ
た

こ
ろ
を
思
い
出
し
な
が
ら
仕
事
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。 

  

港(

全)

５１
期
Ｅ 

 

藤
城 

裕
樹 

役
員
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
々
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

  
港(
定)

５５
期
Ｅ 

 

名
倉 

道
夫 

用
事
の
為
、
出
席
出
来
ず
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。 

  
 

※
敬
称
、
挨
拶
文
省
略
の
他
は
極
力 

原
稿
の
と
お
り
記
載
し
ま
し
た
。 

◇ 

編 

集 

後 

記 
 

今
年
は
お
便
り
が
と
て
も
多
く
（
返
信

ハ
ガ
キ
）
う
れ
し
い
悲
鳴
で
す
。
た
だ
、

限
ら
れ
た
紙
面
な
の
で
全
員
の
方
の
「
短

信
」
を
、
お
載
せ
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ス
会
通
信

な
ど
で
重
複
す
る
通
信
は
な
る
べ
く
一
本

に
し
ま
し
た
。
又
、
文
の
一
部
を
編
集
し

て
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

会
費
の
納
入
が
も
っ
と
潤
沢
に
成
れ
ば
、

ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
、
さ
ら

に
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
載
せ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
会
費
の
納
入
に
ご
協
力

下
さ
い
。
会
費
＝
新
聞
と
い
う
訳
で
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、 

〝会〟 

を
維
持
す
る
た
め

に
は
ど
う
し
て
も
資
金
が
必
要
で
す
。 

な
に
と
ぞ
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

同
窓
会
理
事
会
を
月
一
回
開
い
て
お
り

ま
す
（
六
郷
工
科
高
内
）。
の
ぞ
い
て
み
た

い
方
は
、
一
般
会
員
の
方
で
も
ど
う
ぞ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
西
） 

 

発
行
人 

港
工
同
窓
会
（
六
郷
工
科
高
校
内
） 

連
絡
先 

〒
２
７
８
‐
０
０
５
１ 

 

千
葉
県
野
田
市
七
光
台
１
５
８
‐
５ 

 
 
 
 
 

会
計
理
事 

松
岡
信
之 

T 080-1278-1584 
F 04-7129-0916 

Em  atagoyama@minatokou.net 
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